
第１回 横須賀市医療的ケア児等支援協議会 議事録 
 
日  時 令和 7 年度（2025 年）９月 24 日（水）13 時 30 分から 15 時 30 分 
会  場 横須賀市総合福祉会館５階視聴覚研修室 

出席者等 佐々木委員、富樫委員、村中委員、小谷田委員、五本木委員、山邉委員、
岩崎委員、藤沼委員、佐山委員、三浦委員、小泉委員、瀧波委員 
オブザーバー 子育て支援課 和田係長、児童相談所 本田主任、支援教
育課 原口課長 

事 務 局 障害福祉課 窪課長補佐、中村 
議  題 医療的ケア児者に関する課題の進捗状況について 他 
配布資料 別紙次第 
 
 
審議概要 
１ 定足数報告・一般傍聴報告 
② 事務局が司会となり開会した 
②オンライン傍聴者が０名、会場での傍聴者が２名であることを確認した 
③配布資料を確認した 
 
２ 議事 
（１）医療的ケア児者に関する課題の進捗状況について 
 ①事務局より資料１に基づき、説明が行われた 
 ②各委員により質疑が行われた 
 
（２）医療的ケア児者の実数把握について 
 ①事務局より資料２に基づき、説明が行われた 
 ②各委員より質疑が行われた 
 
 
 
 
 
 
 
 



２（１）医療的ケア児等に関する課題の進捗状況について 
 
●五本木委員  

福祉分野 No.6 に記載の介護者のレスパイト策について、お子さんをお預かりする際
に、喀痰吸引等（第三号）資格を持つスタッフを配置しても、一般の放課後等デイサ
ービスを利用しているのと同じ単価しか得られない。訪問看護ステーションに協力し
ていただいても、連携加算となり雇用した看護師を配置する半分の加算しかとれず、
運営の観点から考えると非常に厳しい状況である。予算をつけるのであればこの点を
検討してほしい。 

教育分野 No.1 に記載の登下校時の送迎手段については、９月に契約が成立し武山に
あるクリニックで通学支援が始まったので課題管理表よりも進行していると思う。ク
リニックも好事例として広げていきたいと話しているという。 
 
●山邉委員  

タクシー会社にも協力していただけるよう声掛けをしており前向きに動いてくださ
っている。市外の介護タクシー会社や事業所まで繋がりを増やしていけたら良い。  

また、動ける医療的ケア児のショートステイ先がなく、お子さんが大きくなり、自
宅以外にも経験をしたいとなったときに通える先がないというのは課題ではないか。 
 
●瀧波委員 

山邉委員がおっしゃる通り、横須賀市内の施設は、医療的ケアが必要であっても重
症心身障害がないと入所できない。他市はショートステイできるところもある。保護
者に万が一のことがあり本人と生活ができなくなったときに市内で暮らせる場所が必
要ではないか。 
  
●事務局  

県で行っているメディカルショートステイ事業も、基本的にはじっとしていられる
方が対象になっている。動きのあるお子さんが使える場所を検討しなければならな
い。 
 
●五本木委員  

動ける医療的ケア児のショートステイ先を検討するときは、重症心身障害ではなく
知的障害者向けの施設に看護師を配置してもらう方が、動きがあるという面を考える
と安心ではないか。 
 



●山邉委員 
 地域にどのような医療的ケア児がいるのかを把握することで、早い段階から教育面
等準備ができるのでこのまま良い方向に進むと良い。 
 
⇒●事務局 
 いつ保育園、小学校に上がるというのが事前に分かっていれば、受け入れる準備が
できるので把握は必要だと感じている。県の登録フォームは、保護者方が登録するメ
リットを感じられるようにしていく。現在いただいた情報をどのように活用するかを
整理できていないのが課題である。災害時の情報共有や緊急時のアプローチなど、登
録することによるメリットの整理を今年度中に進めていく。 
 
●藤沼委員 

県の登録フォームについて、登録している人数が少ないと感じた。当園に通う保護
者の方も知らないと言っている方が多いので、メリットを伝え、登録者が増えると良
い。 

また、保育園入園のガイドラインができたので今後活用していきたい。市の看護師
の時給が上がったので民間も上がると良い。朝 7 時から夕方６時までの長時間保育を
希望される保護者が増えているが、すべての時間に看護師を配置できないのが課題と
なっている。 

 
●富樫委員 

災害が起きた際のトリアージとして医療的ケア児が最優先に上がってくるが、訪問
看護ステーションがどう動くか、どう関わっていくべきか市に方向性を示してもらえ
るとスムーズに動けると思う。 
 
⇒●事務局 

個別避難計画は本人、行政、支援者間で共有し備えていただくことを想定してい
る。エリアでの連携、情報の共有の仕方、ツールをどうするかなど、課題がたくさん
あるなかで、個人情報の壁や既存のものとの住み分けなどがあり、話が進んでいない
現状がある。 
 
●藤沼委員 
 導尿は看護師しかできないため、看護師の休みや緊急時には保護者に来てもらって
いる。将来的に訪問看護ステーション同士で連携ができると保護者の負担を減らすこ
とができるのではないか。 



 
●富樫委員 

通学支援で朝学校に送り届ける際にタクシーに一人ずつとなるため、利用者が複数
いる場合は保護者が譲り合っている。保護者同士もどうしたら全員が利用できるかを
必死に考えてくれているが、訪問看護ステーションを変えてしまうこともあった。人
手不足でやりきれない現状があるので、予算の検討をしてほしい。 
 
●三浦委員 

医療的ケア児はある程度想定していかないと対応ができなくなってしまう。現状、
来年入学を控えたお子さんの対応にも悩んでいる。保育園と小学校という枠組みにと
らわれず、切れ目のない継続的な支援体制を考えていくことが必要である。学齢によ
って発生する課題もさまざまで、例えば小学校高学年の宿泊時に初めて医療的ケアが
必要だったと分かっても保護者を頼るのは違う。年齢に応じた支援ができるよう、医
療的ケア児の実態を正確に把握し、十分に想定して準備を進めていかなければならな
いと思う。 
 
●事務局 

限られた看護師人材を活用する方法として、場所や時間によっての配置ではなく、
エリアごとの担当をつけることでケアが行き届くかもしれない。これらも情報が把握
できれば検討できる。 
 
●山邉委員 
 地域の小学校に通わせたいという保護者が増えている。保育のガイドラインには在
宅生活おおむね 1 年以上が条件となっているが、年齢的に 1 年待てない人もいると思
う。医療と保育で連携し、１年経っていなくても安心して保育可能な状況かをアセス
メントし、ケースバイケースで考えてほしいと思う。 
 
●瀧波委員 
 他の保護者から預かってきた意見を紹介する。 
１ 高校卒業後の進路が不安。18 歳を超えたあとの受け入れ先がなく、１からのコミ
ュニケーションとなるため高校卒業後の進路が不安。放課後等デイサービスの利用を
20 歳まで延長してほしい。 
２ 市内で緊急時に使用できるショートステイ先が少ない。 
３ 葉山町が設置している 24 時間捨てられる紙おむつ専用回収ボックスを横須賀市に
も設置してほしい。 



４ 横須賀市で行っている出張理容等サービスは 65 歳以上の方が対象だが、医療的ケ
ア児も利用できるよう対象年齢を引き下げてほしい。 
５ 看護する人の負担を減らすために、学校に移動に使用する床走行式リフトを設置
してほしい。 
６ このような場や話す機会を作ってほしい。 
 
 

以上 


